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ハクチ ョウといえば、私たちに冬のおとずれを
告げる代表的な冬鳥です。ユーラシア大控には、
オオハクチ ョウ、コハクチ ョウ、コプハクチ ョウ
の三種が生息し、日本にはオオハクチ ョウとコハ
クチョウがやってきます。動物園や公園でみかけ
るのは、コプハクチョウで、人間が飼い慨したヨ
ーロッパ原産の島です（図 l) 。野生のコプハク
チョウは、朝鮮半幼にはやってきますが、日本で
は193 年に八丈島で迷鳥として確認されたにすぎ
ません。しかし、動物園や公園で飼っていたもの
図 1 高岡市古城公園のコプハクチョウ
が逃げ出し、野外でも時々みつかることがありま
す。コプハクチョウを含め、日本でみられるこれ
らのハクチョウは、おもに、くちばしで見分ける
ことができます（図 2) 。
コプハクチョウは、名前
の通り、くちばしの付け
根に媒いこぷがあるので
すぐに他の二種とは区別
できます（幼晶にはこぷ
はない）。オオハクチョウ
のくちばしは、付根の貿
色い部分が、くちばしの
先の）iまでくい込んでい
ますが、コハクチョウで
は、先の黒い部分が基部
の近くまで達し、貿色の
棋:
オレンジ色
部分が少ないのが特徴で図 2 日本で見られる三種
す。
三種の繁殖地を比較す
ると、コハクチ ョウが最
のハクチョウのくち
ばし（上から、コプハ
クチョウ、オオハクチ
ョウ、コハクチョウ）
も北方で、北極瀾J胡辺のツンドラ地帯、オオハク
チョウは｀コハクチ ョウより南で、ユーラシア大
陸の北部です。冬になると、コハクチ ョウは、イ
ギリス、中国束部、朝鮮半島、日本などに渡り、
オオハクチ ョウは、イギリス、ヨーロ ッパ北西部、
黒海やカスピ海の束部、日本などに渡ってきます。
コプハクチ ョウは、オオハクチ ョウやコハクチ ョ
ウより南のユーラシア大陸中部で繁殖し、渡りの
範囲も大きくありません。ハクチョウは、家族で
まとま って越冬しますが、北で繁殖するものほど
も北で繁殖するコハクチ ョウは、その年に生まれ
た子供のハクチ ョウと、前年に生まれたハクチ ョ
ウもいっしょにまとま って行動 します。しかし、
オオハクチ ョウでは、前年生まれのハクチ ョウが
家族の群れに加わることは知られていません。ま
た、コプハクチ ョウでは、冬に親島は緊殖の準備
に入り、幼島はなわばり内から追い出されてしま
います。これは、北方ほど繁殖、 つまり、巣をつ
くり、卵を産み、卵をあたため、ひなを育てると
いう期間が短 く、そしてその後何千キロもの長い
渡りをしなければならないため、行動にむだのな
いように、家族の結ぴつきを強めるためだと考え
られています。
家族で日本にやってくるオオハクチョウとコハ
クチョウが品初に足を踏み入れるのは｀北海道で
10 月中旬頃少数が渡り始め、 12 月から 2 月頃まで
最も数が多くなります。翌春は 3 月上旬から 4 月
上句にかけ去ってしまいます。オオハクチョウは
おもに北日本や、日本海側の地域に 1万- 1 万数
千羽程やってきますが、コハクチョウは、オオハク
チョウの群れにまじっておもに日本の南西部に 2
- 3 千羽程やってくるにすぎません。北海道には
クッチャロ湖、ポロ沼、巌槌湖筐根留など有名
な越冬地、中継地がいくつもあり、特にシベリア
へ旅立っために集結する 3-4 月には数が多くな
ります。本州では、脊森県哭常如、
い工，，，
宮城県伊豆戒
新潟県蘊蘭1などが有名です。西日本では、島根県
, "l'. み
布海が、コハクチ ョウの越冬地としてよく知られ
場所が少なくなることが心配されています。
富山県にも数は多くありませんが、 二種のハク
チョウが1が年やってきます。オオハクチョウは越
冬していきますが、コハクチ ョウはすぐに南へ飛
ぴ立っていきます。しかし、隣の石川県河北潟で
は居心地がよいのか数十羽のコハクチョウが越冬
図 3 コハクチョウ（石川県河北潟、 1983 年 1月16 日、
太田道人氏撮影）
します。富山市と小杉町の境にある田尻池は、オ
オハクチョウが毎年やってくる池として有名です。
197 年から毎年10 羽程やってきます（表 3) 。早い
時は1 月中旬、例年だと 12 月の初～中旬にやって
きます。渡来当初は、首をまっすぐのばし、周囲
を皆戒しますが、落ちつくと首を S 字にまげ、俊
稚に泳いだり、水中に首をつっ込み、水草を食ペ
るようになります。
また、付近の人がくず米やパンくずを与えてい
らいでい
くようです。翌春の 3 月に入ると池の上空を時々I. 回がるようになり、北への旅立ちの準備を始め
ます。
田尻池は、最近有名になり、日曜日ともなると
図 4 オオハクチョウ（富山市田尻池、 1983 年2月27 日）
l 
家族つ＇れでにぎわいます 。人間に伯れてきますが、
あまり近づかないで、遠くから望辿錢や双眼鋭で
観察してください。
年 場 所 数
1960 楳部市1"I 日
＂ 窪山市杓9合町1961 新湊市放生津潟
1964 窪山市栃谷大沢池（最も早い渡来 34 羽
l は12 月18 社い渡去は3月2日、 (1969 年）
1971 池は1971 年ほ場整備のため消失）
1965 城端町 5 ヶ村溜池
1970 小杉町摂河女池
1972 .1.4 付近 6 
1974 話岡市泣i田島）也内小矢部川
,, 小杉町勅使池池
＂ 硲岡市佐買地内小矢部）II 1975 婦中町友坂池
I 邸山市針1Jrr 中町
197 富山市中島地内神通川
1980. 2.13 入普町上飯野地l"l 熱部川 4(3) 
1980.2 楳部市立野の湿1H 1() 
198.27 新淡市越の潟海岸埋め立て地 5(3) 
19 82 . 1.23 小矢部市矢水町地l勺小矢部川 8 
1982 .10.26 朝日町赤Ill 地内小川 3 
197-1982 窃山市山本田尻池
表 1 富山県のオオハクチョウのおもな記録
年月 8 場 所 数
1975. 広山市中島地内神通川 2 
1975 .1.9 新湊市足洗潟 2 
198.213 窃山市中島地内神通川 3 
198.1 1. 2 砺波市安川太田橘上流庄川 6(3) 
198.12 . 6 小矢部市下中の水田 5(3) 
1982 .10.26 新湊市～高岡市話新大橋上流庄川 3(0) 
1982.06 朝日町赤川地内小川河口 l 
1983. 1.1 6 小矢部市矢水町 6 
1983 .10.2 窯山市常願寺川河口 4 
表 2 富山県のコハクチョウのおもな記録
年度 初渡米と渡米数 故大渡米数 渡去
197 13 
1978 1 
197 12 月14 n 3 12 (4) 2 月128 頃
19 80 1 月16A 11 (8) 13 3 月上句
1981 12 月3EI 5 ( l ) 14 3月中句
1982 12 月16F I 3 (1) 19 (6) 
表 3 富山市田尻池のオオハクチョウの記録
（注）表 1 ~ 3 の記録で、 1980 年以前の記録はお
もに、，;"! 山県発行の窃山県の鳥獣(1980) に
より、それ以後はおもに貨山新聞、 北日本
新間の記事による。 （ ）は幼島。
（なんぶひさお脊椎動物担当）
